
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸによるＥＰＦデータの解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２０年１２月１２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＭＴＥＸには、ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅデータとして、ＬａｂｏＴｅｘ．ｅｐｆが付属している。 

   コメントを見ると、Aluminum BONET, orthorhombic.と記載されている。 

   ＬａｂｏＴＥｘで販売しているＢＯＮＥＴを測定されたデータと思われる。 

   このデータをＭＴＥＸに読み込み、ＯＤＦ計算すると以下の図が表示される。 

    

  

  

 



 >> odf=calcODF(pf) 

   0 |  0.87  0.85  0.79 

   1 |  0.84  0.82  0.79 

  2 |  0.80  0.78  0.78 

  3 |  0.76  0.75  0.77 

   4 |  0.74  0.76  0.76 

   5 |  0.74  0.76  0.76 

  6 |  0.73  0.76  0.76 

  

odf = MDF (show methods, plot) 

   crystal symmetry : Aluminum (m-3m) 

  crystal symmetry : Aluminum (m-3m) 

  

  Radially symmetric portion: 

     kernel: de la Vallee Poussin, halfwidth 5° 

     center: 603 orientations, resolution: 5° 

     weight: 1 

 

 

 

 

 



ｏｄｆをＥｘｐｏｒｔして表示すると 

  

入力のＥＰＦファイルではコードは７であるので、 

 

 

 

 （３６０，９０，９０）の計算を（４５，９０，９０）で計算が行われる。 

 このＬａｂｏＴｅｘ．ＥＰＦをＬａｂｏＴｅｘで計算を行って、測定上のＥｒｒｏｒ評価と 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算を行ってみます。 

  



２．ＬａｂｏＴｅｘ２に読み込みＯＤＦ計算 

 

入力極点図と再計算極点図 

 



入力極点図と再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｐ％計算 

  

 ±１．５％以内で妥当な結果である。 

 

 Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ解析 

  

左が EPFから計算した ODF図、右が VolumeFractionから計算した ODF図 

 

 

 



VolumeFraction極点図 

 

再計算極点図ＲＰＦとＶＦ％の極点図ＡＰＦのＲｐ％ 

 

 ±１．５％以内であり、妥当と考えます。 



最終ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

 


